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生けるイメージと文芽の苑翻と fグローパ
ル時代の東アジアの文化表象』かち
質疑惑響iごそった議離鰭揺と方議論的反省

離費繁糞叩晴凋篠田柄欄セー何者間

「グルーパMiHI;の東アジアの文化表象J
と窓して，韓関のi望賜大学校東アジア文化
研究所主催により.20日年2月6-7日と2日

にわたる研究集会が開催されたG 政治や外

交の位界での日終の関係冷却fむとは誕腹に，

文化交流や研究の次元では，日韓の交流は

あたらしい時代の到来を予感させる。今回

の会議も，イメージを中心とした文化表象

を日韓の相互交流のなかに位置づける試み

だったが，岩手の研究者たちが媛著な貢献

を見せた。さらにこの場での議論を通じて，

方法論のうえでも共有すべき方向が見えて

きたように忠われる。とはいえ本稿では，

それを無理に体系fじすることは避けたい、

むしろ会議の席上での各々の発表を脳に取

り上げ，筆者保理)がその場で加えた簡単

な講評や質問を再構成しつつ，主要な論点

を浮かび上がらせるという方法をとる白以

下ではその備忘録の要約を試みたいー

という次第で，いささか学会報告っぽく

堅苦しい文体となるが，その点はなにとぞ，

ご了承くださいませ。文化事業一般が，公

的炎金によって渓営され，招鴨の度に，こ

うしたいかにも官僚社会特有の臭気フンフ

ンたる，読むに耐えず，誰も読まない報告

替の作成が義務づけられる。そうした息苦

しい時代，現今のIlt相そのもののパロディ

を，本誌の資重な紙衝をお借りして演じて

みることにも，なにがしかの風刺精神が発

拝されるだろうかι
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震漂達三 f絵引研究についてー非文字資

料からの歴史研究J

規範が確立すれば，そのかたわらにはハ

ロディが出現する。徳川時代の錦絵，とり

わけIS世紀の詩文川国労などには政治風刺の

パロディが頻出する。富深遠三が「時事錦

絵」と呼ぶジャンルに顕著な傾向であるu

ツベタナ・クリステワTzvetanaI. 1むisteva
が編怨した研究論文集『パロディと日本文

化』位間務説， 201心[劉1]が最近上梓されたが，

こうした作業も，日本文化論におけるバロ

ディの護星空性を照らし出す。東京の8ft、会

館フランス事務所長のクリスト7・マ)vケ
Christophe Marquetも，仏語障では初の
f大津絵J[圏2]にかんする研究書を1111Tし
たところだ(r日本経清新開~ 2015~同月 4 日付り

Y刊に関連記事}。そこでマルケは，明治期ま

では健全であった風刺精神やパロテbイの怨

像力が現代日本から失われ.r遠慮Jという
自主規制のもとに，ユーモア一般が過度に

抑圧されつつある日本の現状に響鐙をなら

している。稲賀が以下に分析することとな

る岡本光博による「バッタもんj現象*も.

そうしたパロテ'イ文化に対する抑圧の現代

版といってよかろう。パロディ作品は，そ

れ自体が謎かけを含んだ「判じ物jであり，

そこに世相への問いかけも亭まれている〈

そうした文化背景があればこそ，岡本光博

の「バッタもんJも育成されたと見てよか
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ろう。ただし[バッタもん」での主題は，

もはや政治風刺ではなく， 21世紀10年代の

金融資本主義市場と癒者した商標意識への

疑問である。視覚表象は世穏を照らす。幕

末の安政大地震を切っ掛けに絵絵が流行し

た[図3]。日本列島の地下に潜む大総は災厄

をもたらす存在だが，河時に復奥事業に携

わる材木問屋や大工戦人12ちは，かえって
復興景気をもたらした地震鎗を福の神よろ

2014 

図3 ((是正吉原大鈴由来)) (安政大地震鈴

絵= 国際日本文化研究センタ 車

しく歓迎もした白総絵，立関東大震災でも現

代風に復活を遂げたが，その映像文化史と

してはジェニファー・ワイゼンフヱルFに
近著『関東大宮室災の想像力一災害と復興の

視党文化論， (青土色 2(14)[圏りがあるe 総

としての日本という表象は，今回の会議で

は虎としての韓=朝鮮半島表象の形成と対

をなす。
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殴4 Jワイゼンフェルド『関東大露出の想曲力12014 

務質繁美「脱皮と変態生皮を剥がれた

『バッタもん』一一グローバル時代の商標

と複製権j

パロディを咲笑とともに許容する娯楽文

化もあれば，それを公序良俗に反する犯罪

行為として断罪する訴訟文化もある。そう

した論争に巻き込まれた図像や映像の表象

を解読する作業に，渋沢敬三の提唱した f絵

号IJの趣向を取り入れるのも一興だろう。

「絵引」とは「字ヨ1Jすなわち辞書に対比

される照語だが，字引がイロハなりabcな

りの音によって諾認を排列するのとは退っ

て，絵の場合，その構成要素を言語媒体に

よってすべて拾い上げて並べることには，

記号学上，際理的に無理がある。さらに構

図のうえでの距離や配置，綴尺によって解

釈は左右されるが，これを言語に援換して

も興ざめだ。むしろ読解格子の上に発生す

るさまざまな「解釈の葛藤jそのものを拾

い上げる修辞法の工夫が必要となる。

そのなかで合法と非合法との葛藤から形

成される境界線は，表象の市民権を左右す

る事由を構成する。そうした境界例の分析

は，たんなる客観的な文献学的操作にはと
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どまらず，実際の訴訟沙汰に対して実践的

な解決法の処方を提案する次元に踏み込ま

ざるをえない。歴史資料を振り返っても，

同綴の配慮が必要となるだろう。過去の出

来事のiE邪の別に，最終的な結審としての

審判を下す性急さよりも，むしろ争点の磁

場にいかなる表象が召喚されたのかを，冷

徹かつ非人情に附分けする努力が，歴史の

実相への肉薄を許すだろう。

中井義木「平安貴族男性の服装への眼差

し」

中井良木が詳織に分析した，平安町男性

質族の服装も，その好餌の案件を提起する。

丸ザj~雪・藤原繁信(ただのぷ田7-1035) の参内

の服装に『小右~a2 の著者，藤原実資(さ

ねすり 957-1046)はケチをつけているが，

悶じ服装を見た清少納言は，むしろ務信の

直衣姿に賞受の言葉を記している。カタブ

ツの実資がコード遊守派ならば，続{言には

女鱗iたちの歓心を買うだけの才気があり，

意図的な規則違反も辞さなかった。 cocleが

あればtr:剖1sgresS1onがつきもの一一あるい

はジョルジュ・パタイユにいわせれば，侵

犯なくして規則はない，と逆転することに

もなろうがーその許容絡協の見淀めによっ

て評価は一転する。

fパッタもんJも，粛信の直衣姿も，こ

のmarginを狙っている。この間隙，隙院

とは，詩学でいうところの詩的放縦poetic

licenceであって，それを縦横に操作できて

はじめて，社会儀礼を乗りこなすdriver

licence運転免許も手に入る。そして社会を

支配するcoclesはしばしば，それ自体矛盾

を含んだものであり，さまざまな利寄の結

節点となっている場合が大半だろう。

陵秀熔 fW韓国麗』の誕生J
その奥裂的な例が，範臨海概念を杭4却する
用語の政治学である。韓半島の文化史，美

術史の領域では「韓臨画Jの紙念をめぐっ

て錯綜した論争や議論が展開された。これ

を解説するには政治育勢，国籍問題，中臨函

あるいは日本画への対抗ないし競合意識，技



法，爾壇，制度論など様々な水準や角度の

基準が錯綜した言語場に跨み込むこととな

る。日本統治下での「地方色」をめぐる議

論や「翰鮮語学会事件」における国語概念を

巡る晴樹(というより百本'昂宮患によるでっち却す')， 

同じく日本統治下の台湾での状況との比較

など，さまざまな補勃線を引くことが状況

の理解に栂益するだろう。i!i'代東アジアに

おける概念史研究は，近年その襲:iJH主が認
識されつつあるが，言苦奨水準での混乱の解

明は，あくまで状況把援のための必須の手

段でこそあれ，その解明そのものが自己目

的とはなるまい。日本の場合，岡倉天心主

導の東京美術学校は， 1890年の関学段階で

は日本磁を様傍し，西洋酒すなわち池彩画

のカリキュラム導入は1896年を待たねばな

らない。だが隣接する東京音楽学校では，

伊海修二のもと，洋楽一本捻の教育が施さ

れた企 f邦楽」の名で自国の伝統が高等公

共音楽教育に組み入れられるには1936年を

待たねばならなかったe いかなる要閣が働

いてこうした違いが生じたのか。この滋場

に働いたさまざまな力関係を綿密に分析し

てゆく必要があろう。

金扇民「沖縄の軍事子信仰j

沖縄の獅子(シーサー)研究についても，

同様の観察ができよう。一般に島襖文化で

は，複数の外部からの影響力が競合しつつ

も，そのどれもが決定的姿溺とはならず，

時代状況に応じて停縮を伴った棺乗効果の

総和のうえに，独自の島線意識を形成する

傾向が見られる。沖縄のシーサーは中国北

方起源の狛犬に由来するものか，それとも

南方伝来の仏教に起源をもっ獅子なのか，

あるいは金先生の提案のように，沖溺主主自

の発明とすべきなのか。これを明快に判別

することは，手続きとしても容易でなかろ

う。だが例えば香港やシンガポールに行け

ば，南北起源の向者が混請したシーライオ

ンsea，lionが公共建築の入り口に鋲E草して
いることは，容易に確認される。またタイ

の王宮などでは，インド起諜の劉i子と中国

起源の18犬が隣接して同居している。さら

に交陛，すなわちウ。ヱトナムから広東さら

には台湾にまで広がり，陥や邸宅の康根を

議至高に宣告るi潟g~装飾，台湾でいうところの

「努結J(せんねん)も無視できまい。これに

は凶方回犬彦氏も近著?台湾の欽びI(岩波

替居， 2015)で一章を割いているが，沖縄の

獅子も，孤立した事例として扱うのではな

く，むしろこうした東南アジアの物流のな

均に震いて考察すべきだろう。

現在の?中絡のシーサーはE霊源溶からの圧
力が高まった時期以降の親中図的な対抗議

議とも解釈されるが，清朝との関係を見る

ならば，清朝E皇干苦の夏季の離宮，避暑山荘:
の宮廷建築の慶穏の軒にみられる怪物の群

像と， i中絡のe製城などの屋根シーサーと
の関係も推il~Jに値しよう。朝鮮王朝との交

易がここに仲介した痕鋭も考えてよい。ま

た文化意識の高まりとともに，事後約に文

化象徴の起源を過去の遺物に遡って悶定し

ようとする傾向も奇めない。考古学に代表

される学術の澄綴はそこにあるからだ。服

飾でも，カリユシは現在でこそ沖縄問有の

民芸品として適用しているが，これには戦

前からのハワイ移民を受けて，米軍占領下

でアロハ・シャツから濃い影響を受けたこ

とが決定的な要悶として知られる。カリユ

シの商品化は，あくまで f日本復帰J後の

「伝統の意q生」にほかならない。島襖民の
文化史において，こうした伝統の意成は綴

繁に見られる。

朴銀疋 f近代以前の虎の象徴性と象徴化

過程の考察J

握南善が韓半島を虎として表象した際に

果たした役割を読解するのにも，以上確認

してきたような方法論意識ts.不可欠だろう。

すでに態秀主ほかの先行研究が明らかにし

たように，後藤文次郎が斡z 朝鮮半島を左

向きの兎として描いた事例が知られていた

が， 1908年!こ『少年』誌で同じ半島を虎と

して「表象Jしてみせたのは，六堂閑人す

なわち雀南善とされる。まず問われるべき

はこの f表象Jという用誌がどこに由来す

るか，だろう。当時半島に生恵、していた虎
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図4 量南醤《樫域:I山富提完串sJ>> 骨O世紀相顕

が全滅するのは1926年のこととされるが，

大津絵研究にも先鞭をつけた柳宗悦らが

f再評価jした毅鮮民函にも，剰軽な虎は

知られる。また日本では「朝鮮征伐jの加

藤1吉正の虎退治の伝説は広く知られ，今日
も祭礼が残存している。

調伏されるべき対象としての虎は，しか

し韓民族の自意識を鼓舞する f表象j とし

ても有効だった。握の日本留学 (1叩6..jJ7)

後，歴史伝承を基に半島支配階級の血族や

系譜の「トーテムJを再構成するなかで，

窪は窓図的に虎に狙いを定めたe その選択

にはいかなる背景があったのか。それを解

明したい町窪といえばまた，出頭山に韓民

族の象徴を見定めた文人でもある。 f表象j

fトーテムゴ 「象徴Jといった術語は，日

本経由の欧米の宗教学や神話学研究に用い

られた，最新の舶来西側起源の学術用語

だったはず。その伝矯の経路も復元したいや

あいたお時22

朴美点「楽i良の発見のアジア主義」
楽浪郡の墳墓遺跡の発掘に関して韓国で

発言すると，現在でもなお，それを税鮮・

韓国起源とみなすか，それとも中国伝矯の

証拠とみるかで論争となる。そもそも近代

以降の民族意識，医家概念がまだ存在しな

かった時代に，そうした後j!I:の枠組みを遡

及させる学術伝統そのものが，韓半島の地

政学的な状況を反映した問題意識であるこ

とは，疑いえまい。

そのうえで，こうした問題意識に囚われ

るあまり，かえって見過ごされてきた論点

が，キ卜美貞による研究の骨子をなす。すな

わち楽浪郡の遊跡発掘そのものが，日本に

よる半島支配と脅がらみの学術成果であり，

そこには，半島経営をめぐる政治的な思惑

から，金銭的な利i簡を得ょうとする商機，
さらには日本文化史の源流を探ろうとする

学術的関心などが，幾重にも錯綜していたる

そこに関与した人々の営みは，ともすれば

日常支配といった襟語に括られるため，韓

国側からも臼本側からも，かえってその具

体像が見落とされてきた。だがそこに関与

した富田儀作，関野貞，回辺孝次，六角紫

水といった名前を補ってみただけでも，終

戦以前の|ヨ本の文化史構築の現場が半島経

営と無縁ではなかった実態が浮かび上がる。

たしかにこれら関与者の時代的偏見を指

弾ーするのは饗易だろう。だが楽浪郡考古学

史研究が，日本人関与者の努状告発在自己

目的とすれば，なぜ当時楽浪111lに学術的関

心が向けられたのかの現実も，続野から自

動的に脱落する。当時の日本には現存しな

い渓代の漆器の遺物が楽浪から出土したこ

とに，日本側関係者は驚嘆を隠さなかった。

その驚嘆とそれに基づいた楽浪式漆器再現i

への夢を，単純に日本帝国主義の半島文化

抑圧の証拠と解釈するのは，論理的な媛絡

のみならず，過剰な民族約抑重量感の露呈と

なる。朴美貞氏の事実発掘に徹した報告が，

いまなお学会の禁忌に触れるという表象の

屈曲を臨みしめたいα (次号につづく)

* [参照]本誌:218号の本連鞍108聞の韓居語訳を本
会議で提供した.




